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1 はじめに  

競合環境下での施設の配置問題は、直線上での配  

置を扱ったHotelling川の研究に始まりネットワー  

ク上や平面上において多くの研究がなされている。  
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本研究では、施設を設置するコストも考慮に入れ  

て、競合する2企業が直線上および平面上に施設を  

配置する問題を考える。競合関係にある2企業が施  

設を交互に配置する問題に関しては、次の2つのタ  

イプの問題、すなわちメジアノイド問題とセントロ  

イド問題が考えられる。  

1．メジアノイド問題   

すでに配置されているすべての施設の位置を知っ   

た上で、新たに配置する施設の最適配置を求め  

る問題  

2．セントロイド問題   

自己の施設を配置した直後に競合相手が施設を   

メジアノイド問題の解として最適になるように   

配置してくることを考慮に入れて、自己の施設   

の最適配置を求める問題  

本研究ではこれを定式化し、これらの問題に対して  

最適解を求める。  

コストに見合わない場合は出店をひかえるため、必  

ずしも企業Xが2つめの出店をするとは限らない。  

すなわち、企業Yは次に企業Xが出店するか否か、  

出店するとすればどこに出店するはずであるかを考  

えて自己の施設の位置を決定しなければならないこ  

とになる。   

以下の仮定を設ける。  

1．客は最も近い施設を利用する。  

2．同一の場所に複数の施設は設置できない。  

3．すべての施設の設置コストは等しい。  

3 直線上の離散モデル   

需要点が直線上に離散的に分布している市場を考  

える。次の記号を用いる。  

・勘‥乞番目の需要点の位置（α1＜α2＜…＜α几）  

・・～⊥7i‥乞番目の需要点の購買力（勒＞0，Ⅳ＝∑叫）  

・C‥設置コスト（C＞0）  

・ご1：企業Xの最初の店舗ズ1の配置位置  

・yl‥企業Yの店舗Ⅵの配置位置  

・エ2：企業Xの2番目の店舗ズ2の配置位置  

・仇1（ご2l封1）‥仇，エ2に施設があるとき∬1の位置   

で獲得できる購買力  

・t仇1（ェ2l封1）：封1，エ2に施設があるとき封1の位置   

で獲得できる購買力  

・仇2（£2l封1）‥∬1，封1に施設があるときご2の位置   

で獲得できる購買力   

ただし上記において最初の独占状態としてご1は   

∑机＜芸Ⅳかつ 
αi＜ェ1 αi＜＝エ1  

∑・ぴi＞＝…Ⅳ   

を満たす位置（メジアン点）にあるものとする。以上  

のもとでメジアノイド問題とセントロイド問題は次  

のように定式化される。  

2 モデルの概要  

2企業が自己の利益のみを考え、より多くの購買力  

の獲得をめざして施設を配置するものとする。最初  

は企業Xが出店しており購買力を独占しているとす  

る。ここに競合相手の企業Yが店舗を出店し、企業  

Yの施設によって奪われた購買力を企業Xが2つめ  

の店舗を出店することで奪い返すというモデルを考  

える。このとき、設置により増加する購買力が設置  
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1．メジアノイド問題  

J（ェ2l訂1）＝lル㌔1（ヱ2l封1）＋lγェ2（ェ2l封1）－2C  

を最大にするェ2を求める問題。関数の最大値が   

0未満の場合はXは弟を配置しない。0以上の   

場合の解をェ芸とする。  

2．セントロイド問題  

β（机）＝Ⅵん1（矧封1）－C  

を最大にする解封；を求める問題。   

3．1 解法   

解の探索範囲をせばめるため、次の性質が利用で  

きる。  

性質1．施設の最適配置の1つは需要点上にある。  

性質2・ズ2が設置されるならば、ご；の1つは机と隣   

接する。  

性質3・弟が設置されるならば、封；がご1に隣接する  

ことはない。   

ご1，封1の配置パターンを以下の2つに分類して考  

える。  

1．封1とェ1の間に需要点が1個以上ある。  

2．〟1とご1が隣接する。  

それぞれ弟が設置されるか否かで場合分けしてX  

とYの獲得購買力を求め、解の候補を列挙し、その  

中から最適解を求める。列挙の方法については当日  

報告する。  

性質1・端が設置されるならば、ご；は封1と隣接する。  

性質2・弟が設置されるならば、ひ；がェ1に隣接する   

ことはない。  

た＝（ェ1＋封）／2とすると、  

・C＜万1ぴ（∬）血≦3Cならば   

上100血＝Cまたは上yび榊＝C   

を満たす封の位置が封＊であり、このとき為は設   

置されない。  

・上1ぴ（ェ）血＞3Cならばれも為も必ず設置さ  

れ、そのとき   

1 

阜榊＝上y00血＝上00血   

を満たす封の位置が訂＊である。このときご；は封＊   

の左右どちらかに隣接する。  

5 おわりに  

設置コストがかからない場合にはれは後から参入  

する為に必ず購買力を奪われるが、設置コストを考  

慮した場合ズ2が参入できないような位置にれが配  

置して有利な展開をすることができることがわかる。   

連続モデルの解において明らかなように、市場全  

体の購買力が増えるとれの最適配置位置がかなり大  

きく変化する。これはマーケットの成長性を考慮し  

た最適配置を行おうとする場合には重要な示唆とな  

るであろう。   

なお、距離としてd（p，q）＝‡払「如け励「灘lで  

定義される直角距離を用いた平面上のモデルについ  

ても考察しているので進展があれば当日発表したい。   
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4 直線上の連続モデル  

需要点が閉区間【0，1J上に連続に分布しており密度  

関数び（ご）が既知とする。企業Ⅹの最初の独占状態  

として次の2つの場合を考える。  

1．ご1が市場の重心にあるとき。  

2・エ1＝1／2にあるとき。  

ヱ1が重心ではなく距離の中心にあるとき、れとズ2  

とはどちらもズ1に対して購買力の大きい方の側に  

設置するということが言えるので、右側の購買力の  

方が大きいと仮定して右側のみを考える。   

4．1 解法  

以下の性質を利用する。  
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